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今村泰二コレクションの目録発刊にあたって

今村泰二先生（２００５年逝去）は，我が国はもちろん，世界的にもダニ学の研究者として知られ，そ
の学術的発展に多大な貢献をされました。
特に，ミズダニ類の分類学の研究につきましては，第一人者であり，ダニ類の論文等は８０編以上に

のぼります。
この度，今村先生が生涯をかけて研究に取り組まれた極めて貴重なミズダニ類のコレクション

１，５４１点（タイプ標本３２７点）を，今村先生の生前からの希望と遺族である今村琢治氏，今村洋一氏，
河内まり子氏のご好意により，当館へ寄贈していただきました。また，この寄贈と目録作成にあたっ
ては，菊地義昭，森野 浩，安倍 弘，松本典子，茅根重夫の各氏に多大なご尽力をいただきました
ことを感謝の意を込めてご報告申し上げます。
今村泰二コレクションはダニ学の今後の学術研究の発展のためには不可欠の資料であり，また，多

数の貴重なタイプ標本をお預かりする責任の重さを痛感いたしております。この目録を発行すること
により，多くの研究者あるいは市民の方々に活用いただくことが今村先生および関係者の皆様のご好
意に報いることと考えます。

ミュージアムパーク茨城県自然博物館
館 長 菅 谷 博

RegardingthePublicationoftheInventoryoftheTaijiImamuraCollection

Dr.TaijiImamura(passedawayin2005)wasnotonlyarenownedresearcherofacarologyinournationof
Japanbutalsoaroundtheworld,whomadeaconsiderablecontributiontoacademicdevelopmentinthisfield.
Inparticular,hewastheleadingauthorityinregardtoresearchonthetaxonomyofwatermitesandhas

writtenover80researchpapers,etc.onmites.
Recently,hisremarkablyvaluablecollectionthatincludes1,541samplesofwatermites(327samplesof

typespecimens),representingDr.Imamura'sdevotiontothisstudythroughouthislife,wascontributedtoour
MuseuminaccordancetoDr.Imamura'swishesbeforehepassedawayandthroughthekindoffersofhis
bereavedfamily:Mr.TakujiImamura,Mr.YouichiImamuraandMrs.MarikoKawauchi.Further,Iwouldlike
toextendmydeepestappreciationtoDr.YoshiakiKikuchi,Dr.HiroshiMorino,Dr.HiroshiAbé,Ms.Noriko
MatsumotoandDr.ShigeoChinonewhomadeenormouseffortstorealizethecontributionofthiscollection
andthecreationofthisinventory.
TheTaijiImamuracollectionisanindispensableresourceforfuturedevelopmentoftheacademicresearch

onacarology.Inaddition,Ikeenlysensethegraveresponsibilitythatisnowoursinkeepingsuchagreat
numberofvaluabletypespecimens.Ibelievethattheuseofthispublicationofthisinventorybymany
researchersandcitizenswillbeanexpressionofthanksforthegreatfavorsbestoweduponusbyImamuraand
theabovementionedrelatedparties.

HiroshiSugaya
DirectorofIbarakiNatureMuseum
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今村泰二先生略歴
１９１３年（大正２年）１２月 兵庫県美嚢郡吉川町（現在三木市）市野瀬に生まれる
１９３４年（昭和９年）３月 岐阜高等農林学校農学科卒業
１９３８年（昭和１３年）３月 北海道帝国大学（現在北海道大学）理学部動物学科卒業
１９４０年（昭和１５年）-１９４６年（昭和２１年） 従軍
１９４７年（昭和２２年）７月 北海道第三師範学校（現在北海道教育大学旭川分校）教授
１９４９年（昭和２４年）６月 北海道学芸大学教授
１９５４年（昭和２９年）８月 理学博士の学位を受ける（北海道帝国大学）

論文名「Thetaxonomicandecologicalstudiesonwater-mitesinJapan」
１９５５年（昭和３０年）４月 茨城大学理学部教授
１９７１年（昭和４６年）９月 国際ダニ学会議 終身名誉会員
１９７８年（昭和５３年）４月 紫綬褒章受章
１９７９年（昭和５４年）４月 茨城大学理学部教授退官
１９７９年（昭和５４年）５月 茨城大学名誉教授
１９８３年（昭和５８年）４月 常磐大学人間科学部教授
１９８５年（昭和６０年）４月 勲三等旭日中綬章受章
１９８９年（平成元年）３月 常磐大学人間科学部教授退職
２００４年（平成１６年）１２月２８日 死去当年９１歳

TaijiImamura'sBiography
December1913 BorninIchinose,Yokawa-cho(presentMikiCity),Minou-gun,HyogoPrefecture
March1934 GraduatedfromDepartmentofAgriculturalSciences,GifuAgriculturalandForestryCollege
March1938 GraduatedformDepartmentofZoology,FacultyofScience,HokkaidoImperialUniversity(presentHokkaidoUniversity)
1940-1946 Servedinthewar
July1947 BecameaprofessoratHokkaidoThirdNormalSchool(presentHokkaidoUniversityofEducationAsahikawaCampus)
June1949 BecameaprofessoratHokkaidoGakugeiUniversity
August1954 ReceivedDoctorateofScience(HokkaidoImperialUniversity)

Titleofdoctoralthesis:"Taxonomicandecologicalstudiesonwater-mitesinJapan"
April1955 BecameaprofessorintheFacultyofScienceofIbarakiUniversity
September1971 BecamealifetimehonorarymemberoftheInternationalCongressofAcarology
April1978 ReceivedaMedalwithPurpleRibbon
April1979 RetiredfromprofessorshipintheFacultyofScienceatIbarakiUniversity
May1979 BecameaprofessoremeritusofIbarakiUniversity
April1983 BecameaprofessorintheCollegeofHumanScienceatTokiwaUniversity
April1985 AwardedwiththeOrderoftheRisingSun—ThirdClass
March1989 RetiredfromprofessorshipintheCollegeofHumanScienceatTokiwaUniversity
December28,2004 Passedawayattheageof91

（４）

勲三等旭日中綬章受賞を記念して（１９８５年４月２９日）
IncommemorationoftheOrderoftheRisingSun—ThirdClass(April29,1985)



今村泰二コレクションの標本
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寄贈されたミズダニ類のプレパラート 標本（写真上，左）
（撮影：安倍 弘氏）

バンダダニのホロタイプ BandakiajaponicaImamura,1965♀,adult,holotype



今村泰二コレクションのホロタイプ

（６）

30593 SperchonezoensisImamura,1954
エゾナガレダニ ♂，adult,holotype

30400 Kongsbergia(Kongsbergia)rundiformis
Imamura,1953 マルヒゲブトダニ ♀，
adult,holotype

30432 Axonopsis(Brachypodopsis)fluviatilis
Imamura,1953 カワコバンダニ ♂，adult,
holotype

30441 Pionacercus(Pionacercus)japonocus
Imamura,1954 ヒメツチダニ ♂，adult,holotype

30808 Uchidastygacarus(Uchidastygacarus)
akiyoshiensisImamura,1959 アキヨシチカミズダニ
♂，adult,holotype

30770 HimejacarusmorimotoiImamura,1957 ♂，
adult,holotype

スケール：０．１mm（撮影：松本典子氏）



今村泰二コレクションについて

Ⅰ 今村泰二コレクションの規模

今村泰二コレクションは，ミズダニ類とウシオダニ類を合わせ，１，５４１枚のプレパラート標本から構成されて

いる。そのうち，種または亜種まで同定されているものは２５７種２８亜種，１，００５枚のプレパラート標本である。ま

た，タイプシリーズは２８科５９属１５５種１１亜種（名義タイプ亜種を含む）に及び，１５４ホロタイプ，１レクトタイプ，

５５アロタイプ，１０８パラタイプ，９シンタイプを含んでいる。

Ⅱ 目録の使い方

１ リストの配列について

上科の配列は，安倍（２００６）に基づき，現在推定されている系統関係に従った。

科，種，亜種の配列は，学名のアルファベット順とした。

同種（亜種）内の標本の配列は，標本番号の順とした。

２ 種名（学名・和名）について

種名および亜種名については，原則的に安倍（２００６）に従い，これに記載のないものについてはViets（１９８７）

に従った。なお，論文として発表された以外の標本については研究途中のものも含まれ，種名については暫定的

である可能性がある。例えば，目録中のPionauchidaiImamuraはまだ記載されておらず無効名である。日本産の

ミズダニ類については，Abé（２００５）ならびに安倍（２００６）を参照されたい。

３ 標本番号について

ミュージアムパーク茨城県自然博物館の標本は，すべて「INM」の記号で識別されている。動物標本は「INM-

１-」の記号の後に番号が付いている。

今村泰二コレクションの標本には，２９７１６から３１２５６までの番号を当てた。リストの各標本データの左端の番号

はこの５桁の番号を示している。

（７）

凡 例
上科名

Hygrobatoidea オヨギダニ上科 科名 種名または亜種名
Aturidae ヒラタダニ科
Albia(Spinalbia)makinoiImamura,1965 イスズアルビダニ

30977 Kuraguchidani,IseShrine,UjitachiTown,IseCity,MiePref.（三重県伊勢市宇治館町・伊勢神宮神域 倉口谷），
19650619,TaijiImamura（今村泰二），♀,adult,holotype
30978 Kuraguchidani,IseShrine,UjitachiTown,IseCity,MiePref.（三重県伊勢市宇治館町・伊勢神宮神域 倉口谷），
19650619,TaijiImamura（今村泰二），♂,adult,allotype

標本番号 採集日 採集者 性別 齢級 タイプ標本の種類 採集地

Kuraguchidani,IseShrine,UjitachiTown,IseCity,MiePref.（三重県伊勢市宇治館町・伊勢神宮神域 倉口谷），30979

paratypeadult,♂，TaijiImamura（今村泰二），19650619,



４ 標本データについて

標本のデータは，標本番号に続いて，採集地，採集日，採集者，性別，齢級，タイプ標本の種類の順に示した。

〔採集地〕

採集地は，英語と日本語を併記し，日本語については英語の後にカッコで示した。また，地名は国，都道府県

名，市町村などの行政区名で示し，山，川，島などの名称や生息場所などについてはその後に示した。また，行

政区名は採集当時のものを用いた。

〔採集日〕

採集日は，８桁の数字で示した。最初の４桁が西暦，次の２桁が月，最後の２桁が日を示す。不明なところは

「*」の記号で示した。

〔採集者〕

採集者は，英語と日本語を併記し，日本語については英語の後にカッコで示した。また，原則的に氏名をフル

ネームで示した。漢字が特定できない人名はひらがなで記した。

〔性別〕

性別が分かる種（または亜種）については，オスを♂，メスを♀で示した。

〔齢級〕

齢級の分かる種（または亜種）については，larva（幼虫），nymph（若虫），protonymph（第１若虫），

deutonymph（第２若虫），adult（成体）のいずれかを英語表記した。

〔タイプ標本の種類〕

タイプ標本については，holotype（ホロタイプ），lectotype（レクトタイプ），allotype（アロタイプ），paratype

（パラタイプ），syntype（シンタイプ）のいずれかを太字で英語表記した。

Ⅲ 今村泰二コレクションのもつ意義

今村泰二氏は，生涯にわたって日本国内を中心にミズダニ類及びウシオダニ類を採集・研究された。このコレ

クションは，１９３２～１９８３年の５２年間に，今村氏と今村氏と交流のあった研究者などにより収集された標本で，採

集地は国内が中心であるが，アジア諸国，オーストラリアなど，海外のものも含まれる。国内では北海道，兵庫

県，岐阜県など３４都道府県から収集されており，標本数は海外のものも含めて，１５００点以上にのぼる。今村氏は，

地下水棲のミズダニ類の研究に情熱を傾けておられ，それらの標本は特に重要な意味をもつものであると言えよ

う。地下水棲種については，今後，新たに標本が得られない可能性もあり，その存在を示す唯一のものとも成り

うるものである。

このコレクションは今村氏の生涯にわたる研究の基になったもので，今村氏の記載した種の大多数の模式標本

を含む。今村氏の著したミズダニ類の論文は８０余編を数え，その中で約１６０種にのぼる新種を記載した。今村氏

の標本は，これまで国立科学博物館に約１０点が保管されているのみで，それ以外の標本についてはこれまで博物

館などの公的機関において保管されてこなかった。模式標本は種を定義づける基準となるものであるため，新し

く種を記載する際にしばしば参照する必要がある。そのため，今村泰二コレクションが博物館に収蔵され，多く

の研究者に利用可能となることが世界中の研究者によって待たれている。今後，このコレクションの標本を用い

て，多くのミズダニ類の分類学的研究がなされるであろうし，それに伴って，未だ明らかとなっていない，生物

の多様性の一端が解明されていくものであると確信する。

Ⅳ この目録が完成するまで

２００３年，茨城大学理学部助教授の菊地義昭氏を介し，今村氏から当館へのミズダニ類の標本の寄贈の話があっ

た。そして，ミズダニ類の研究者である日本大学生物資源科学部助教授の安倍 弘氏による標本の整理を経て，

２００４年１１月に正式に今村泰二氏より寄贈の申込みを受けた。しかし，今村氏が同年１２月２８日にご逝去されたた

（８）



め，寄贈の手続きは一時中断した。その後，２００５年３月２６日，水戸市にて「今村泰二先生を偲ぶ会」が開催され

た折，茨城大学理学部教授の森野 浩氏と菊池氏，安倍氏の３人を仲立ちとして，ご遺族の今村琢治氏，河内

（旧姓 今村）まり子氏と博物館側で話し合いがもたれ，改めて，ご遺族から寄贈していただくことになった。そ

して，２００５年４月１４日，今村洋一氏，今村琢治氏，河内まり子氏より，正式に寄贈の申込みを受け，同年５月９

日，茨城県教育委員会教育長より，正式に寄贈が承認され，同年６月２２日に県庁で，７月３０日に博物館で感謝状

の贈呈式が行われた。

受け入れられた標本及びデータの整理は，安倍氏をはじめ，平塚市博物館学芸員の松本典子氏のご協力の下，

動物研究室のスタッフ及び学芸嘱託員の金澤礼雄氏が中心となって行われた。また，２００６年３月８日，ご遺族か

ら今村氏の胸像，蔵書，ミズダニ類の液浸標本が寄贈された。それらの資料の整理は，元動物研究室学芸嘱託員

の茅根重夫氏，金澤氏，池澤が行った。

この仕事を遂行するに当たって，たくさんの方々のご助力をいただきました。改めてここに感謝の意を表した

いと思います。ありがとうございました。

（動物研究室 主任学芸員 池澤広美 記）
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TheTaijiImamuraCollection

I ScaleoftheTaijiImamuraCollection

TheTaijiImamuracollectioniscomposedof1,541samplesofpreparedslidespecimensofwatermitesandmarine

mites.Ofthese,257speciesand28subspiecesin1,005samplesofpreparedslidespecimensareidentifiedtotheunitof

speciesandsubspiecesrespectively.Additionally,thetypeseriesreaches28families59genuses,155specieseleven

subspieces(includingnominotypicalsubspieces),whichinclude154holotypes,onelectotype,55allotypes,108paratypes

andninesyntypes.

II UseofInventory

1. ArrangementofList

ThearrangementofsuperfamiliesfollowsthecurrentlypresumedphylogeneticrelationshipbasedonAbé(2006).

Thefamily,speciesandsubspeciesarearrangedinthealphabeticalorderofthescientificnames.

Specimenswithintheidenticalspecies(subspieces)arearrangedinorderaccordingtothespecimennumber.

2. SpeciesNames(ScientificNames/JapaneseNames)

SpeciesnamesandsubspeciesnamesfollowAbé(2006)inprinciple,andthosewhicharenotdescribedinAbé(2006)

followViets(1987).Thecollectioncontainsspecimenswhichhavenotbeenfirmlynamedundertaxonomicstudyaswellas

thosealreadypublishedinscientificpapers.Therefore,thespecieslistprobablycontainssomeprovisionalspeciesnames.

PionauchidaiImamura,forexample,isaninvalidspeciesnamebecauseithasnotbeeninanypapereverpublished.The

latestchecklistofJapanesewatermitesshouldbereferredtoAbé(2005b,2006).

3. SpecimenNumbers

AllthespecimensinIbarakiNatureMuseumaredistinguishedby"INM"signs.Asforanimalspecimens,thenumber

（１０）

Legend
SuperfamilyName

Hygrobatoidea オヨギダニ上科 FamilyName SpeciesNameorSubspeciesName

Aturidae ヒラタダニ科
Albia(Spinalbia)makinoiImamura,1965 イスズアルビダニ

30977 Kuraguchidani,IseShrine,UjitachiTown,IseCity,MiePref.（三重県伊勢市宇治館町・伊勢神宮神域 倉口谷），
19650619,TaijiImamura（今村泰二），♀,adult,holotype
30978 Kuraguchidani,IseShrine,UjitachiTown,IseCity,MiePref.（三重県伊勢市宇治館町・伊勢神宮神域 倉口谷），
19650619,TaijiImamura（今村泰二），♂,adult,allotype

Specimen Dateof Personthat Gender Age Classificationof Localityof
Number CollectionCollectedthe Class SpecimenType Collection

Specimen

Kuraguchidani,IseShrine,UjitachiTown,IseCity,MiePref.（三重県伊勢市宇治館町・伊勢神宮神域 倉口谷），30979

paratypeadult,♂，TaijiImamura（今村泰二），19650619,



isaffixedafterthe"INM-1-"sign.

Thenumbersbetween29716and31256wereusedforthespecimensintheTaijiImamuracollection.Thenumberson

theextremeleftofeachspecimendatainthelistsindicatethesefive-digitnumbers.

4. SpecimenData

Thespecimendataindicatesthespecimennumberfirst,followedbylocalityofcollection,dateofcollection,person

thatcollectedthespecimen,gender,ageclassandspecimentype,inthisorder.

〔LocalityofCollection〕

ThelocalityofthecollectionisindicatedbothinEnglishandJapanese,andJapaneseisputinparenthesesafterthe

Englishdescription.Additionally,theplace-namesareindicatedusingthenamesofadministrativedistrictssuchascountry,

prefecture,city,townandvillage,whicharefollowedbythenamesofmountains,rivers,islands,etc.andhabitats.

Furthermore,thenamesofadministrativedistrictsarethoseasofthetimeoftheircollection.

〔DateofCollection〕

Thedateofcollectionisindicatedwithaneight-digitnumber.ThefirstfourdigitsindicatetheyearintheWestern

calendar,thefollowingtwoindicatethemonthandthelasttwothedate.Unknownpartsaremarkedwithanasterisk"*."

〔PersonthatCollectedtheSpecimen〕

ThepersonthatcollectedthespecimenisindicatedbothinEnglishandJapanese,andtheJapanesenameisputin

parenthesesfollowingtheEnglishdescription.Inaddition,asarule,theperson'sfullnameisused.Hiraganaisusedwhen

thekanjifortheperson'snamecannotbeidentified.

〔Gender〕

Inregardtospecies(orsubspieces)ofwhichthegendercanbedetermined,maleandfemaleareindicatedusingthe

symbols"♂"and"♀"respectively.

〔AgeClass〕

Asforspecies(orsubspieces)ofwhichtheageclasscanbedetermined,eitherlarva,nymph,protonymph,deutonymph

oradultisindicatedinEnglish.

〔ClassificationofSpecimenType〕

Asforthespecimentype,eitherholotype,lectotype,allotype,paratypeorsyntypeisindicatedinboldfaceinEnglish.

IIISignificanceoftheTaijiImamuraCollection

Dr.TaijiImamuradevotedhiswholelifetothecollection/studyofwatermitesandmarinemitesmainlyinJapan.This

collectionisofthespecimensthatDr.Imamuraandresearchersthatinteractedwithhim,andothers,collectedinthe52-year

periodbetween1932and1983fromlocationscenteringonJapanandincludingoverseassuchasotherAsiancountriesand

Australia.FromJapan,specimenswerecollectedfrom34prefectures,includingHokkaido,HyogoandGifuPrefectures.

Thenumberofspecimens,whenincludingthosethatwerecollectedfromoverseas,reaches1,500ormore.Dr.Imamura

waspassionatelydevotedtoresearchonsubterraneanaquaticspeciesofwatermitesandthusthespecimensofthosespecies

canbedescribedasspecimensthatparticularlytakeonmajorsignificance.Factoringinthepossibilitythatnonew

specimensofsubterraneanaquaticspeciesmayeverbeobtainedinthefuture,thesemaypossiblybecometheonlyevidence

ofitspresence.

ThiscollectionisbasedonDr.Imamura'slifetimeofresearchandcontainstypespecimensforalargemajorityofthe

speciesforwhichDr.Imamuramadedescriptions.ResearchpapersonwatermiteswrittenbyDr.Imamuratotalover80,in

whichasmanyasabout160newspeciesaredescribed.Asidefromonlyabouttenspecimenshavingbeenunderthe

custodyoftheNationalScienceMuseum,Tokyointhepast,therestofDr.Imamura'sspecimenshaveneverbeenviewed

atmuseumsandotherpublicinstitutionstodate.Typespecimensserveasthestandardfordefiningaspeciesandmustbe
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oftenreferredtowhenmakinganewdescriptionofaspecies.Consequently,researcherstheworldoverhavelongbeen

waitingforthedaywhentheTaijiImamuracollectionwashousedinmuseumsandmadeavailabletomanyresearchers.I

amconvincedthatextensivestudiesonthetaxonomyofwatermiteswillbeconductedinthefuturebasedonthespecimens

ofthiscollectionandthatthis,incorrelation,willrevealapartofthebiodiversitythatremainsyettobeunveiled.

IV TheProcessofCompletingThisInventory

In2003,ImamuraproposedthedonationofthiscollectionofspecimensofwatermitestoourMuseumviaDr.

YoshiakiKikuchi,AssistantProfessorattheCollegeofScienceofIbarakiUniversity.Subsequently,afterarrangementof

thespecimensbyDr.HiroshiAbé,AssistantProfessorattheCollegeofBioresourceScienceofNihonUniversity,Dr.Taiji

ImamuraofficiallyofferedthisdonationinNovember2004.However,sinceDr.ImamurapassedawayonDecember28,

2004,theproceduresforthedonationweresuspended.Later,onMarch26,2005,whena"commemorativegatheringfor

Dr.TaijiImamura"washeldinMitoCity,adiscussionwasconductedbetweenthebereavedfamily,Mr.TakujiImamura

andMrs.MarikoKawauchi(maidenname:Imamura)andtheMuseumsidethroughthemediationofthreepeople,Dr.

HiroshiMorino,ProfessorofCollegeofScience,IbarakiUniversity,Dr.KikuchiandDr.Abé.Asaresultofthis

discussion,itwasdecidedthatthecollectionwouldbedonatedbythebereavedfamily.ThenonApril14,2005,we

receivedtheofficialnoticeofthedonationfromMr.YouichiImamura,Mr.TakujiImamuraandMrs.MarikoKawauchi.

AfterthedonationwasofficiallyapprovedbythesuperintendentoftheIbarakiPrefecturalBoardofEducationonMay9,

2005,theceremonytopresentacertificateofappreciationwasheldattheprefecturalgovernmentofficesonJune22,2005

andattheMuseumonJuly30,2005.

Acceptedspecimensanddatawasarrangedmainlybythestaffofthezoologicallaboratoryandpart-timeassistant

curator,Mr.AyaoKanesawa,undercooperationofDr.AbéandMs.NorikoMatsumoto,assistantcuratoroftheHiratsuka

CityMuseum.Additionally,abust,alibraryandimmersionspecimensofwatermitesbelongingtoImamuraweredonated

byhisbereavedfamilyonMarch8,2006.ThesematerialswerearrangedbyDr.ShigeoChinone,theformerpart-time

assistantcuratorofthezoologicallaboratory,alongwithMr.KanesawaandIkezawa.

Manypeopleprovidedsupportintheprocessofaccomplishingthisproject.Iwouldliketoexpressmydeepgratitude

tothemhere.Thankyouverymuch.

(HiromiIkezawa,Curator,ZoologicalLaboratory)
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〔A〕
Agauopsissp. ３３
Albaxona(Albaxona)japonica １８
Albia(Spinalbia)makinoi １４
Anisitsiellidae ７
Arrenuridae ２９
Arrenuroidea ２９
Arrenurusansatus ２９
Arrenurus(Arrenurus)agrionicolus ２９
Arrenurus(Arrenurus)congener ２９
Arrenurus(Arrenurus)daisetsuensis ２９
Arrenurus(Arrenurus)hadai ２９
Arrenurus(Arrenurus)japonicus ２９
Arrenurus(Arrenurus)latipetiolatus ２９
Arrenurus(Arrenurus)mitoensis ２９
Arrenurus(Arrenurus)petiospinus ３０
Arrenurus(Arrenurus)sp. ３１
Arrenurus(Arrenurus)uchidai ３０
Arrenurus(Megaluracarus)globator ２９
Arrenurus(Megaluracarus)multicornutus ２９
Arrenurus(Megaluracarus)sp. ３１
Arrenurus(Micruracarus)bicornicodulus ２９
Arrenurus(Micruracarus)gibberifrons ２９
Arrenurus(Micruracarus)madaraszi ２９
Arrenurus(Micruracarus)sagaensis ３０
Arrenurus(Micruracarus)soochowensis ３０
Arrenurus(?)rostratus ３０
Arrenurus?sp. ３１
Arrenurussp. ３０
Athienemanniidae ３１
Atractides(Atractides)gifuensis ２０
Atractides(Atractides)gracilis ２１
Atractides(Atractides)hinumaensis ２１
Atractides(Atractides)hyogoensis ２１
Atractides(Atractides)ibarakiensis ２１
Atractides(Atractides)imamurai ２１
Atractides(Atractides)izuensis ２１
Atractides(Atractides)kantoensis ２１
Atractides(Atractides)kasamaensis ２１
Atractides(Atractides)kotoensis ２１
Atractides(Atractides)longipalpis ２１
Atractides(Atractides)miurai ２１
Atractides(Atractides)nodipalpis ２１
Atractides(Atractides)nodipalpismiyazakii ２１
Atractides(Atractides)nodipalpisnodipalpis ２１
Atractides(Atractides)subterraneusjaponensis ２２
Atractides(Atractides)violaceus ２２
Atractides(Octomegapus)aioiensis ２０
Atractidessp. ２２
Aturidae １４

Aturusamatsuensis １４
Aturuscaudatus １４
Aturuscrinitus １４
Aturusdroueti １４
Aturusduplex １５
Aturusezoensisezoensis １５
Aturusheterocaudus １５
Aturushinumaensis １５
Aturushiroshimaensis １５
Aturusimamurai １５
Aturusjaponicus １５
Aturuskasamaensis １５
Aturusmiyashitai １５
Aturusmiyazakii １５
Aturusnikkoensis １５
Aturusorientalis １５
Aturusovalis １５
Aturussp. １６
Aturussubterraneus １６
Aturusuchidai １６
Aturusvietsi １６
Austraturuscoomensis １６
Axonopsidae １８
Axonopsis(Axonopsis)longipalpis １８
Axonopsis(Brachypodopsis)fluviatilis １８
Axonopsis(Brachypodopsis)heteropalpis １８
Axonopsis(Brachypodopsis)kasamensis １８
Axonopsis(Brachypodopsis)mikawaensis １８
Axonopsis(Brachypodopsis)uchidai １９
Axonopsis(Brachypodopsis)yokotai １９
Axonopsis(Hexaxonopsis)plaxillata １８
Axonopsis(Hexaxonopsis)tokyoensis １８
Axonopsissp. １９
Axonopsis(Vicinaxonopsis)miurai １８

〔B〕
Bandakiajaponica ７
Bharatalbia(Japonalbia)ibarakiensis １７
Bharatalbia(Japonalbia)longipalpis １７
Bharatalbia(Japonalbia)ohitaensis １７
Bharatalbia(Japonalbia)rotunda １７
Bharatalbia(Japonalbia)tsugaruensis １７
Bharatalbiasp. １７
Bharatohydracarusjaponicus ３１
Bharatohydracaruslatus ３１
Brachypoda(Brachypoda)ichikawai １９
Brachypoda(Brachypoda)nipponica １９
Brachypoda(Brachypoda)versicolor １９
Brachypodasp. １９
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〔C〕
Chappuisides(Neochappuisides)japonicus ３１
Chappuisididae ３１
Chelomideopsisannemiaejaponensis ３１
Cyclothyasheterospina ４

〔E〕
Encentridophorus(Encentridophorus)hongkongensis２６
Erebaxonopsisamamiensis １９
Erebaxonopsismorimotoi １９
Eylaidae ５
Eylaissetosajaponica ５
Eylaissp. ５
Eylaistakingyo ５
Eylaoidea ５

〔F〕
Feltria(Azugofeltria)miurai ２０
Feltria(Feltria)conica ２０
Feltria(Feltria)cornutajaponica ２０
Feltria(Feltria)ezoensis ２０
Feltria(Feltria)ishikariensis ２０
Feltria(Feltria)matsumotoi ２０
Feltria(Feltria)minuta ２０
Feltria(Feltria)obihiroensis ２０
Feltria(Feltria)rotunda ２０
Feltria(Feltria)sp. ２０
Feltria(Feltriella)macroplata ２０
Feltria(Feltriella)rubra ２０
Feltriasp. ２０
Feltriidae ２０
Frontipodopsisreticulatifronsokinawaensis １９

〔G〕
Guineaxonopsiscooki １７

〔H〕
Halacaridae ３３
Himejacarusmorimotoi ３３
Hungarohydracaridae ３１
Hydrachna(Anohydrachna)sp. ７
Hydrachna(Diplohydrachna)uniscutatalita ７
Hydrachna(Diplohydrachna)uniscutatayatsushiro ７
Hydrachna(Hydrachna)kloomi ７
Hydrachna(Hydrachna)trilobata ７
Hydrachnasp. ７
Hydrachnellae(Hydrachnidia) ３
Hydrachnidae ７
Hydrachnoidea ７
Hydrodromadespiciens ３
Hydrodromasp. ３
Hydrodromidae ３
Hydrovolziagerhardi ３
Hydrovolziajaponica ３

Hydrovolziasp. ３
Hydrovolziidae ３
Hydrovolzioidea ３
Hydryphantes(Hydryphantes)affinis ３
Hydryphantes(Hydryphantes)ruberruber ３
Hydryphantes(Polyhydryphantes)flexuosus ３
Hydryphantessp. ３
Hydryphantidae ３
Hydryphantoidea ３
Hygrobatesfalcipalpis ２２
Hygrobates(Hygrobates)calliger ２２
Hygrobates(Hygrobates)foreli ２２
Hygrobates(Hygrobates)heteropalpis ２２
Hygrobates(Hygrobates)japonicus ２３
Hygrobates(Hygrobates)longipalpis ２３
Hygrobates(Hygrobates)longiporus ２３
Hygrobates(Hygrobates)minutus ２３
Hygrobates(Hygrobates)papillosus ２３
Hygrobates(Hygrobates)sinensis ２３
Hygrobates(Rivobates)ezoensis ２２
Hygrobates(Rivobates)taniguchii ２４
Hygrobatessp. ２４
Hygrobatessp. ２４
Hygrobatidae ２０
Hygrobatoidea １４

〔J〕
Japonaxonopsisnozakiensis １７
Japonothyasornatus ４

〔K〕
Kallimobatesaustralicus ２４
Kantacaridae ３１
Kantacarusmatsumotoi ３１
Kawamuracaruselongatus ９
Kongsbergia(Kongsbergia)enamii １７
Kongsbergia(Kongsbergia)ibarakiensis １７
Kongsbergia(Kongsbergia)japonica １７
Kongsbergia(Kongsbergia)materna １７
Kongsbergia(Kongsbergia)mishimaensis １７
Kongsbergia(Kongsbergia)rundiformis １７
Kongsbergia(Kongsbergia)tsuchikawai １７
Kongsbergiasp. １７

〔L〕
Lebertia(Hexalebertia)noshaqensis ８
Lebertia(Pilolebertia)limnea ８
Lebertia(Pilolebertia)sp. ９
Lebertia(Psudolebertia)imamurai ７
Lebertiasp. ８
Lebertiasp.? ９
Lebertiidae ７
Lebertioidea ７
Lethaxona(Lethaxona)heteropalpis １９
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Lethaxona(Lethaxona)hyogoensis １９
Lethaxona(Lethaxona)mikawaensis １９
Lethaxona(Lethaxona)miurai １９
Lethaxona(Lethaxona)morimotoi １９
Lethaxonasp. １９
Limnesia(Limnesia)buruensis ９
Limnesia(Limnesia)isensis ９
Limnesia(Limnesia)koenikei ９
Limnesia(Limnesia)koenikeiasiatica ９
Limnesia(Limnesia)lembangensis ９
Limnesia(Limnesia)tuberifera ９
Limnesia(Limnesia)undulata ９
Limnesiapapillosa ９
Limnesiasp. ９
Limnesiidae ９
Limnochares(Limnochares)aquatica ５
Limnocharidae ５
Litarachna(Litarachna)divergens ２６
Litarachna(Litarachna)kamui ２６
Litarachnasp. ２６
Ljaniajaponica １９
Lobohalacarussp. ３３

〔M〕
Mamersasp. ４
Mideopsidae ３１
Mideopsis(Mideopsis)ryugaensis ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)asagoensis ３１
Mideopsis(Nudomideopsis)azaiensis ３１
Mideopsis(Nudomideopsis)elliptica ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)kanazawaensis ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)kotiensis ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)kyotoensis ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)mitoensis ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)miurai ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)morimotoi ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)odatensis ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)okayamaensis ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)papillosa ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)rundiformis ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)takefuensis ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)tsushimaensis ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)uenoi ３２
Mideopsis(Nudomideopsis)yokotai ３２
Mideopsissp. ３２
Momoniidae ３３
Morimotacaruswadayamensis ３２

〔N〕
Neumania(Ecpolopsis)multiscutatajaponica ２７
Neumania(Neumania)ambigua ２６
Neumania(Neumania)angulata ２７
Neumania(Neumania)deltoides ２７
Neumania(Neumania)flagellata ２７

Neumania(Neumania)japonica ２７
Neumania(Neumania)morimotoi ２７
Neumania(Neumania)nodosa ２７
Neumania(Neumania)satoi ２７
Neumania(Neumania)tokyoensis ２７
Neumania(Neumania)uchidai ２７
Neumaniasp. ２７
Nipponacaridae ３３
Nipponacarus(Hexanipponacarus)japonicus ３３
Nipponacarus(Nipponacarus)matsumotoi ３３

〔O〕
Oxidae １０
Oxus(Oxus)dahli １０
Oxus(Oxus)longisetus １０
Oxus(Oxus)magnus １０

〔P〕
Parasoldanellonyxsp. ３４
Parasoldanellonyxtyphlopsjaponicus ３４
Partnuniauchidai ５
Piersigialimophila ５
Piersigiidae ５
Piona(Piona)carnea ２４
Piona(Piona)coccinea ２４
Piona(Piona)coccineacoccinea ２４
Piona(Piona)nodatanodata ２４
Piona(Piona)rotundarotunda ２５
Pionasp. ２５
Pionauchidai ２５
Pionacercus(Pionacercus)japonicus ２５
Pionidae ２４
Pionopsis(Pionopsis)lutescens ２５
Pionopsis(Pionopsis)lutescensjaponensis ２５
Pontarachnahinumaensis ２６
Pontarachnapacificapacifica ２６
Pontarachnidae ２６
Porohalacarussp. ３４
Porolohmannellasp. ３４
Protoziidae ５
Protzia(Calonyx)hadai ６
Protzia(Calonyx)japonicus ６
Protzia(Calonyx)sp. ７
Protzia(Diplocalonyx)riozoi ６
Protzia(Protzia)caucasica ５
Protzia(Protzia)eximia ６
Protziasp. ６
Protziasp.? ６
Protziellasp. ７

〔R〕
Rhombognathussp. ３４
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〔S〕
Soldanellonyxakiyoshiensis ３４
Soldanellonyxchappuisi ３４
Soldanellonyxmiyakoensis ３４
Soldanellonyxmonardimonardi ３４
Soldanellonyxpapillosus ３４
Soldanellonyxsp. ３４
Sperchonbrevirostris １０
Sperchondenticulatus １１
Sperchonezoensis １１
Sperchonglandulosus １１
Sperchon(Hispidosperchon)sp. １３
Sperchonishkashimensis １１
Sperchonnikkoensis １１
Sperchonnoshaqensis １１
Sperchonplumifer １１
Sperchonplumiferdanubialis １１
Sperchonplumiferjaponicus １１
Sperchonplumiferplumifer １１
Sperchonsetiger １１
Sperchonsounkyo １２
Sperchonsp. １２
Sperchonsp.? １３
Sperchonspinosus １２
Sperchonuchidai １２
Sperchonviolaceus １２
Sperchonyamagataensis １２
Sperchonyosiii １２
Sperchonidae １０
Sperchonopsisverrucosaverrucosa １３
Stokaxonopsissubterranea １９
Stygolimnesiabaderi １０
Stygolimnesiajaponica １０
Stygomomonia(Allomomonia)kantoensis ３３
Stygomomonia(Stygomomonia)hachiojiensis ３３
Stygomomonia(Stygomomonia)rotunda ３３
Stygovolziauenoi ３

〔T〕
Testudacarusjaponicus １３
Testudacarusokadai １３
Thyasbarbigera ４
Thyasezoensis ４
Thyassp. ４
Thyassp.? ４
Thyasidae ４
Tiphyssp. ２６
Tiphys(Tiphys)daisetsuensis ２５
Tiphys(Tiphys)scaurus ２６
Tiphysinaegen.sp. ２６
Torrenticola(Monatractides)gifuensis １４
Torrenticolasp. １４
Torrenticola(Torrenticola)anomala １３
Torrenticola(Torrenticola)brevirostris １３

Torrenticola(Torrenticola)brevirostrisbrevirostris １３
Torrenticola(Torrenticola)elliptica １４
Torrenticola(Torrenticola)latipalpis １４
Torrenticola(Torrenticola)maglioi １４
Torrenticola(Torrenticola)subterranea １４
Torrenticolidae １３
Trichothyas(Lundbladia)japonica ４
Trichothyas(Lundbladia)muscicola ４
Tryssaturus(Paratryssaturus)morimotoi １８
Tsushimacarusuenoi ３１
Tyrrellia(Tyrrellia)ovalis １０

〔U〕
Uchidastygacarus(Uchidastygacarus)akitaensis ３２
Uchidastygacarus(Uchidastygacarus)akiyoshiensis３２
Uchidastygacarus(Uchidastygacarus)palmifer ３２
Uchidastygacarus(Uchidastygacarus)rotundus ３３
Uchidastygacarus(Uchidastygacarus)ryukyuensis ３３
Uchidastygacarussp. ３３
Uenaxonopsisnazensis ２０
Unionicolaabnormipes ２７
Unionicolabonzi ２８
Unionicola(Parasitatax)arcuata ２７
Unionicola(Parasitatax)sp. ２９
Unionicola(Parasitatax)uchidai ２８
Unionicola(Parasitatax)ypsilophora ２８
Unionicola(Pentatax)affinis ２７
Unionicola(Pentatax)affinisaffinis ２７
Unionicola(Pentatax)bonzi ２８
Unionicola(Pentatax)intermedia ２８
Unionicola(Pentatax)sp. ２９
Unionicola(Polyatax)japonensis ２８
Unionicolasp. ２８
Unionicola(Unionicola)crassipes ２８
Unionicola(Unionicola)crassipescrassipes ２８
Unionicola(Unionicola)crassipesminor ２８
Unionicola(Unionicola)crassipesmiyazakii ２８
Unionicola(Unionicola)niigata ２８
Unionicola(Unionicola)ovalis ２８
Unionicolidae ２６

〔W〕
Wandesia(Allowandesia)japonica ４

〔Y〕
Yachatsiasp. ３３
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〔ア〕
アイオイマガリアシダニ ２０

アオイダニ科 ７

アオイダニ上科 ７

アカミズダニ ３

アカミズダニ科 ３

アカミズダニ上科 ３

アキタチカミズダニ ３２

アキヨシチカミズダニ ３２

アザイタマミズダニ ３１

アサゴタマミズダニ ３１

アサヒナガレダニ １２

アジアヌマダニ ９

アジアヒョウタンダニ ５

アシナガミズダニ ２８

アネミヒメタマミズダニ ３１

アマツヒラタダニ １４

アマミチカダニ １９

アマミマエアシダニ １９

〔イ〕
イケツチダニ ２４

イケヨロイミズダニ ２９

イシカリホウセキダニ ２０

イスズアルビダニ １４

イズマガリアシダニ ２１

イズミオヨギダニ ２２

イズミダニ ４

イズミダニ科 ４

イセヌマダニ ９

イソダニ科 ２６

イチカワカワリアシダニ １９

イバラキヒゲブトダニ １７

イバラキマガリアシダニ ２１

〔ウ〕
ウエノダニ ２０

ウエノタマミズダニ ３２

ウシオダニ科 ３３

ウスアカミズダニ ３

ウチダカイダニ ２８

ウチダコバンダニ １９

ウチダナガレダニ １２

ウチダニセカイダニ ２７

ウチダヒョウタンダニ ５

ウチダヒラタダニ １６

ウチダマルダニ ３３

ウチダミズダニ ３２

ウチダヨロイミズダニ ３０

ウロコタマミズダニ ３２

〔エ〕
エゾナガレダニ １１

エゾヒラタダニ １５

エゾホウセキダニ ２０

エナミヒゲブトダニ １７

〔オ〕
オオイタキヨミズダニ １７

オオダテタマミズダニ ３２

オオナガレダニ １１

オオニッポンダニ ３３

オオヌマダニ科 ５

オオヒョウタンダニ ６

オオマルハラダニ １０

オオミズダニ科 ７

オオミズダニ上科 ７

オオヨロイミズダニ ２９

オカダカメダニ １３

オカヤマタマミズダニ ３２

オキナヒラタダニ １５

オグマダニ ４

オニナガレダニ １３

オビヒロホウセキダニ ２０

オヨギダニ ２３

オヨギダニ科 ２０

オヨギダニ上科 １４

オンセンダニ ４

〔カ〕
カイダニ ２８

カイダニモドキ ２７

索－７

索 引



カイダニ科 ２６

カクコバンダニ １９

カサマコバンダニ １８

カサマヒラタダニ １５

カサママガリアシダニ ２１

カザリイズミダニ ４

カナザワタマミズダニ ３２

カムイワダツミダニ ２６

カラオヨギダニ ２３

カワオヨギダニ ２２

カワコバンダニ １８

カワムラダニ ９

カワリアシダニ １９

カントウダニ ３１

カントウダニ科 ３１

カントウマガリアシダニ ２１

カントウモモダニ ３３

〔キ〕
キイロニセツチダニ ２５

キタアオイダニ ７

キタイソダニ ２６

キタナガレダニ １０

ギフケイリュウダニ １４

ギフマガリアシダニ ２０

キョウトタマミズダニ ３２

〔ケ〕
ケイリュウダニ １３

ケイリュウダニ科 １３

ケイリュウチカダニ １４

ケニケヌマダニ ９

〔コ〕
コウチタマミズダニ ３２

コウトマガリアシダニ ２１

コカイダニ ２８

コバンダニ １８

コバンダニ科 １８

〔サ〕
サガヨロイミズダニ ３０

サトウニセカイダニ ２７

〔シ〕
シャプイダニ科 ３１

〔ス〕
スウチョウヨロイミズダニ ３０

スミレナガレダニ １２

スミレマガリアシダニ ２２

〔セ〕
セセラギダニ １４

〔タ〕
ダイセツモモブトダニ ２５

ダイセツヨロイミズダニ ２９

タケフタマミズダニ ３２

タテニセカイダニ ２７

タニグチオヨギダニ ２４

タニシダニ ２８

タマゴヒラタダニ １５

タマミズダニ ３２

タマミズダニ科 ３１

〔チ〕
チガイオヨギダニ ２２

チガイヒラタダニ １５

チカウシオダニ ３４

チカコバンダニ １９

チカヌマダニ １０

チカヒヤミズダニ ３

チカヒラタダニ １６

チカマガリアシダニ ２２

チカモモダニ ３３

チネマミズダニ科 ３１

〔ツ〕
ツガルキヨミズダニ １７

ツシマダニ ３１

ツシマタマミズダニ ３２

ツチカワヒゲブトダニ １７

ツチダニ科 ２４

ツノホウセキダニ ２０

ツブオヨギダニ ２３
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〔ト〕
トウキョウコバンダニ １８

トウキョウニセカイダニ ２７

トガリヒョウタンダニ ６

トガリミズダニ １９

トゲナガマルハラダニ １０

トゲナガレダニ １２

トゲハダニセカイダニ ２６

トゲホウセキダニ ２０

トゲメガネダニ ５

トゲヨロイミズダニ ３０

〔ナ〕
ナカガワキヨミズダニ １７

ナガコバンダニ １８

ナガボソダニ ４

ナガレオヨギダニ ２２

ナガレダニ科 １０

ナミモモブトダニ ２６

〔ニ〕
ニイガタカイダニ ２８

ニセカイダニ ２７

ニセツチダニ ２５

ニセヨロイダニ ３１

ニッコウヒラタダニ １５

ニッポンオヨギダニ ２３

ニッポンダニ科 ３３

ニッポンハネケナガレダニ １１

ニッポンミズダニ ３３

ニッポンヨロイミズダニ ２９

ニホンシャプイダニ ３１

ニホンニセカイダニ ２７

〔ヌ〕
ヌマアオイダニ ８

ヌマダニ ９

ヌマダニ科 ９

〔ノ〕
ノコバナガレダニ １１

ノザキサワミズダニ １７

〔ハ〕
ハサミミズダニ ３

ハサミミズダニ科 ３

ハダヒョウタンダニ ６

ハダヨロイミズダニ ２９

ハネケナガレダニ １１

ハラビロケイリュウダニ １４

バンダダニ ７

〔ヒ〕
ヒゲチガイダニ １９

ヒゲナガキヨミズダニ １７

ヒゲナガコバンダニ １８

ヒゲナガマガリアシダニ ２１

ヒゲボソマガリダニ ２１

ヒヌマイソダニ ２６

ヒヌマヒラタダニ １５

ヒヌママガリアシダニ ２１

ヒメウシオダニ ３４

ヒメオヨギダニ ２３

ヒメジダニ ３３

ヒメツチダニ ２５

ヒメホウセキダニ ２０

ヒメヨロイミズダニ ２９

ヒヤミズダニ ３

ヒヤミズダニ科 ３

ヒヤミズダニ上科 ３

ヒョウゴダニ ２１

ヒョウゴチカダニ １９

ヒョウタンダニ科 ５

ヒラセオヨギダニ ２３

ヒラセダニ科 ７

ヒラタダニ １５

ヒラタダニ科 １４

ヒロシマヒラタダニ １５

〔フ〕
フィーツヒラタダニ １６

フサナガレダニ １１

フシニセカイダニ ２７

フトヒゲケイリュウダニ １４

ブルヌマダニ ９
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〔ヘ〕
ベッコウツチダニ ２４

ベニミズダニ ３

〔ホ〕
ホウセキダニ科 ２０

ホソマガリアシダニ ２１

〔マ〕
マガリアシダニ ２１

マスダメガネダニ ５

マツモトホウセキダニ ２０

マルカイダニ ２８

マルキヨミズダニ １７

マルタマミズダニ ３２

マルハラダニ科 １０

マルハラミズダニ １０

マルヒゲブトダニ １７

〔ミ〕
ミウラコバンダニ １８

ミウラタマミズダニ ３２

ミウラヒゲチガイダニ １９

ミウラホウセキダニ ２０

ミウラマガリアシダニ ２１

ミカワコバンダニ １８

ミカワヒゲチガイダニ １９

ミシマヒゲブトダニ １７

ミズダニ類 ３

ミツバオオミズダニ ７

ミトタマミズダニ ３２

ミトヨロイミズダニ ２９

ミヤザキカイダニ ２８

ミヤザキヒラタダニ １５

ミヤザキマガリアシダニ ２１

ミヤマナガレダニ １１

ミヤマミズダニ科 ３１

〔ム〕
ムラサキホウセキダニ ２０

〔メ〕
メガネダニ科 ５

メガネダニ上科 ５

〔モ〕
モモダニ ３３

モモダニ科 ３３

モリモトタマミズダニ ３２

モリモトニセカイダニ ２７

モリモトヒゲチガイダニ １９

モリモトミズダニ ３２

〔ヤ〕
ヤマガタナガレダニ １２

ヤマトカワリアシダニ １９

ヤマトヒゲブトダニ １７

〔ユ〕
ユミカイダニ ２７

〔ヨ〕
ヨコタコバンダニ １９

ヨコタタマミズダニ ３２

ヨツトゲヒラタダニ １４

ヨロイカメダニ １３

ヨロイミズダニ科 ２９

ヨロイミズダニ上科 ２９

〔リ〕
リュウガタマミズダニ ３２

リュウキュウチカミズダニ ３３

〔ル〕
ルビーダニ ２０

〔ワ〕
ワダツミダニ ２６
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